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 作業方法、操作方法は書かれているが、安全ポイントが書かれていない。

問題類別４ 記載要件が具備されていない作業標準

■作業手順書には、安全に作業するためのポイント（安全ポイント）を入れる。

良く見られる問題点

解決の方向性

問題点の解説
 以下のような問題が発生する。

なぜダメなのか？背景にある要因は何か？

標準文書の整備

作業手順書
１．・・・
２．・・・
３．・・・
４．・・・
５．・・・

・作業方法、操作方法だけが
書かれている。
・文字だけで書かれていて分かり
にくい。

作業手順書を見ても、安全に作業するために、何に気を付ければよい
か分からない。

仮に、作業教育やOJTの場で、安全ポイントを口頭で補足するとして
も、教える人の教え方にバラつきが発生し、うまく伝えきれないことがある。

文字だけの作業手順書では、教えられる人も十分に理解、認識でき
ないことがある。

安全ポイントがない

教える人のバラツキが発生

教えられる人の理解、認識不足

作業手順書に安全ポイントを
明示する。

作業手順書に図、イラスト、
写真などを織り込み、分かり
やすい工夫をする。
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問題類別４ 取り組み事例紹介

コンサルタント一言コメント

・品質や効率のポイントだけでなく、安全に作業するためのポイントも入れ
て、作業教育を行うことで、安全を維持・確保できるようにする。

After

Before ■現状問題点

■施策の概要と狙い、効果

標準文書の整備

操作手順などは書かれているが、安全ポイントが書かれていない。

☆作業の前に確認してください。

1.始業時・終業時点検表を守る

2.各洗剤の使用マニュアルを守る

3.刃物の使用時は特に注意する

4.５Sの徹底（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）

5.保護具・服装の欠陥を放置しない

6.機械・装置等に指定外の使用をしない

機器操作前の事前準備

1．刃こぼれ等の不備の有無を確認する ※専用手袋の着用

2．各部品が正しく取り付けられているか確認する ☆電源は”OFF”

3.排出口に深番重を3個重ねたキャリーを設置する ☆2名作業

4．汚れや洗い残しの有無を確認する ※始動時は声掛け厳守

5．必ず防刃手袋を着用する

☆安全ポイント
※注意すべき点（着用保護具）

  　 　   

自動運転ボタンを押し動作を開始

電源ボタンを押しON/OFFを切り替える

刃物注意
触れる際は電源を切り安全を確認し行う

人参投入口
刃物注意
触れる際は電源を切り安全を確認し行う

側面拡大

1

2

・作業手順書に安全ポイントを入れる。
・写真を活用して、危険個所を明示
したり、安全に操作できるような方法、
手順を示すなど、分かりやすい工夫を
する。
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 現場管理・監督者(現場リーダー等)としての役割設定が明確になされていない
 組織としてもリーダー兼作業者の位置づけとなっている

問題類別５ 作業観察役割が果たせないプレーイングマネージャー

■管理者の役割は第一線の現場が安心・安全に働ける環境を提供すること。

良く見られる問題点

解決の方向性

問題点の解説 なぜダメなのか？背景にある要因は何か？

管理者の役割

製造課

ラインリーダー
Aさん

作業者
Aさん

作業者
Bさん

作業者
Cさん

私は何を
すれば・・・

来月から
リーダーね

2. リーダー兼作業者
とプレーイング
マネージャーである

1. 管理者役割が
明確でない ・「作業で忙しい」＝「仕事をしている」と

納得してしまう
・部下の管理やフォローアップは面倒が
本音となる

・部下からは任せきり、言いっぱなし、
丸投げのような後ろ向きの評価を下される

仕事の比率
専任が望ましい

が
実情を踏まえて
最低管理50%
実務50%に

役割明確化

1.役割
2.行動基準
3.評価の仕組み
の3点セット化

スキルの醸成

コミュニケーションや
改善のスキルを
磨く場を設定する
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問題類別５ 取り組み事例紹介

コンサルタント一言コメント

・役割に関する問題は個人ではなく、組織としての問題
・組織的バックアップの元、時間捻出・教育の場づくりを行うこと
・現場管理者は安全の中核を担う人材であり、現場のモデルとなる人材

After

Before ■現状問題点

■施策の概要と狙い、効果

管理者の役割

上司からの
フォローがポイント！

役割教育

行動基準化

自己評価

上司評価

振り返り会

役割を1日の行動基準として落とし込むことからスタート。そして上司が見て振り返り

再発防止等の仕組みはあるが、運用が追随しない

現場でトラブルが繰り返される(安全、品質、効率面)

現場管理者（リーダー）が機能しない組織体制

教育の時間捻出及びスキルが不足

安全トラブルが繰り返される現場であったが、背景要因として現場監督者(リーダー)
が機能せず、役割を果たすための教育機会もスキル醸成もされていなかった
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 具体的状況がわからないままのなぜなぜ分析

問題類別６ 具体的状況・網羅性・論理性が担保
されていない要因解析

■なぜなぜ分析による要因解析のポイントは「網羅性」「論理性」「具体性」の３つ。

良く見られる問題点

解決の方向性

問題点の解説

 以下を狙いとしたなぜなぜ標準の作成

人により異なる
解釈をする表現
でなぜなぜ分析
を始める

書く人により表現が異なり、
かつ〇〇ミスなど抽象表現となる

思いつきでの「なぜ」展開となる

「なぜ」が飛躍している、
堂々めぐりとなる

問題点詳細

2. 分岐の視点がなく、
網羅性を担保できない

1. 複数の意味に捉え
られ、深堀にならない

3. 文章として論理が
破綻している

2. 分岐の視点がなく、
網羅性を担保できない

1. 複数の意味に捉え
られ、深堀にならない

3. 文章として論理が
破綻している

なぜダメなのか？背景にある要因は何か？

・発生した労災に対する真の原因を追求する
ことが目的
・要因を抜け漏れなく抽出し、整理しながら、
深堀できないと対策が不十分となる
・結局再度の検討が必要となり、手戻り・手
間が発生する

網羅性の担保

論理性の担保

具体性の担保

：要因展開の分岐の視点を作る

：なぜの飛躍が無いように論理を遡る
チェック観点を設ける
：「○○が△△した」という記載ガイドを
設ける

労災発生時の
手順と再発防止
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問題類別６ 取り組み事例紹介

コンサルタント一言コメント
・現場の現業職含めて全員が問題解決思考を持ち、現場で分析の実施
ができることが理想。
・ただし、食品産業の特性であるパートや外国人労働者が多い、入替の
激しさを踏まえると簡易的かつ一定の水準を保てる標準の仕組みが重
要。

After

Before ■現状問題点

■施策の概要と狙い、効果

労災発生時の
手順と再発防止

発生事故 なぜ１ なぜ２ なぜ３ なぜ４ なぜ５

洗浄室にて
歩行中に
転倒

足が滑った
ため

床の材質が滑り
やすくなっていた。

床が劣化し、滑りや
すい状態になってい
た

床の劣化度合いの
確認がされていなかっ
た

確認担当者設置と
いったルールが決まっ
ていなかった

床が油や残渣に
よって滑りやすく
なっていた。

洗浄室全体で洗浄
を行っていて、床全
体が滑りやすくなって
いた。

洗浄室の動線・区分
がされていなかった。

洗浄室の使用につ
いての教育がされて
おらず、部屋のレイア
ウトがされていなかっ
た。

靴底がすり減って
いた。

靴の適切な定期交
換が行われていな
かったため

靴の交換ルールが
なかった

確認担当者設置と
いったルールが決まっ
ていなかった

網羅性の問題：「足が滑った」の一点突破

具体性：なぜなぜの前に行う事実確認が不十分

論理性の問題：主語述語の関連

1.重点事象の基本分類を定める
2.3W1Hでの具体的事象に関する
書き方標準を定める

3.事象の基本分類ごとに
1次展開の分岐及び主語述語
の記載方法の標準を定める

なぜなぜ標準の作成
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